
 

 

令和8年10月1日 

 

災害対応力強化に向けた地元企業製配電盤類採用工事試行要領 

に関するＱ＆Ａ 

 

Ｑ１) 配電盤類とは何か。 

Ａ１ キュービクル式配電盤、分電盤、制御盤等をいう。 

 

Ｑ２）地元企業製配電盤類とは何か。 

Ａ２ 岡山県配電盤工業協同組合（以下「組合」という。）の組合員が製造する配電盤類をいう。 

 

Ｑ３) 災害対応力強化に向けた地元企業製配電盤類採用工事（以下「地元企業製配電盤類採用

工事」という。）とは何か。 

Ａ３ 岡山市が発注する工事のうち、組合員製配電盤類を採用する工事をいう。 

 

Ｑ４) 組合員とはどこの会社か。 

Ａ４ 岡山県配電盤工業協同組合に加入する組合員をいう。配電盤類採用時には、製造メーカーが

組合員であるか直接確認すること。 

 

Ｑ５）地元企業製配電盤類採用工事の対象範囲とは何か。 

Ａ５ 地元企業製配電盤類採用工事の対象範囲とは、岡山市が発注する工事のうち、配電盤類の

新設及び更新を含む工事を対象とする。ただし、設計金額が４００万円以下の工事を除く。 

 

Ｑ６）どのようにしたら対象となるのか。 

Ａ６ 受注者は、工事着手前までに、「別添１」のとおり、地元企業製配電盤類を採用する旨を、

工事打合簿で発注者へ報告すると対象となる。なお、希望しない場合でも、その旨の報告は

必要なので注意すること。 

 

Ｑ７) 提出書類は何が必要か。 

Ａ７ 地元企業製配電盤類を採用すると報告者した受注者は、工事完成通知書までに、工事で採用

した配電盤類が地元企業製配電盤類であると証明できる書類（材料納品伝票、出荷証明書、

またはその他証明できる書類）を工事打合簿で発注者へ提出すること。 

 

Ｑ８）工事成績評定における加点対象とは何か。 

Ａ８ 発注者は、提出された書類により、受注者の採用した配電盤類が地元企業製配電盤類であ

ると確認できた場合は、工事成績評定で加点対象とする。なお、複数の配電盤類を設置する

工事については、その一部が地元企業製配電盤類であるときも加点対象とする。 

 

Ｑ９）加点対象になればどうなるか。 

Ａ９ 加点対象に該当した場合は、下記のとおりとする。 

土木：「考査項目別運用表」中、「5.創意工夫」「I.創意工夫」における「32 その他」･ 

｢33 その他｣の項目に「地元企業製配電盤類採用」を記載することとし、２点加点する。 

建築：「考査項目別運用表（公共建築工事）」中、「5.創意工夫」「【施工関係】」におけ

る「20 その他」及び、｢【品質関係】｣における「26 その他」の項目に「地元企業製配電盤

類採用」を記載することとし、２点加点する。 



 

 

別添１ 
工 事 打 合 簿  

 

  発 議 者   □  発注者     ■ 受注者  発議年月日         年   月   日   

 発 議 事 項    □指示   □協議   □通知   □承諾   □提出   ■報告   □その他（       ）  

 工 事 名  

  (内  容）  
 
 
  地元企業製配電盤類の採用について 
 
 
 
  （地元企業製配電盤類を採用する場合） 
 
   本件工事について、地元企業製配電盤類を採用します。 
 
 
 
  （地元企業製配電盤類を採用しない場合） 
 
   本件工事について、（…理由…）のため、地元企業製配電盤類を採用しません。 
 
 
 
 
 
 

 

 

    添付図      葉 , その他添付図書  

 処  

 理  

 ・  

 回  

 答  

  処理・回答者    □  発注者    □  受注者  処理・回答年月日     年  月      日  

  上記について     □承諾   □受理     します。  

                  □その他（           ）  

  

総括監督員 主任監督員  工事監督員   現場代理人  主任  (監理)技術者  

     

（氏名を署名又は押印） 
 



 

 

（参考）考査項目別運用表 

 

土木工事成績評定の場合 

 

公共建築工事成績評定の場合

 



 

 

 


